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『
合
意
形
成
モ
デ
ル
と
し
て
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

―
国
際
政
治

に
お
け
る
議
長
国
制
度
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
、
二
一
二
頁
）

大　

賀　
　
　

哲

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
は
国
際
レ
ジ
ー
ム
（international 

regim
es

）
な
の
だ
ろ
う
か
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
特
徴
づ
け
て
い
る
も
の
は
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
ウ
ェ
イ
（A

S
E

A
N

 w
ay

）
と
呼
ば
れ
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
重
視
の
意
思

決
定
方
式
で
あ
り
、
必
ず
し
も
法
的
・
制
度
的
枠
組
み
が
整
備
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
際
レ
ジ
ー
ム
と
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
意
思

決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
検
証
す
る
と
い
う
意
識
は
薄
く
、
先
行
研
究
も
そ
れ
ほ
ど

蓄
積
さ
れ
て
は
い
な
い
。

伝
統
的
な
定
義
に
よ
れ
ば
、
国
際
レ
ジ
ー
ム
と
は
、
明
示
的
ま
た
は
非
明
示

的
な
「
原
則
・
規
範
・
ル
ー
ル
・
意
思
決
定
過
程
の
集
合
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
よ
う
な
「
不
文
律
な
制
度
実
践
」
も
非
明
示
的
な
レ
ジ
ー

ム
に
含
ま
れ
う
る
が
、
実
際
の
レ
ジ
ー
ム
研
究
は
国
際
制
度
（in

tern
ation

al  

in
stitu

tion
s

）
の
研
究
に
傾
斜
し
て
お
り
、
非
公
式
レ
ジ
ー
ム
が
研
究
対
象
と

な
る
こ
と
は
多
い
と
は
言
え
な
い
。

こ
う
し
た
研
究
動
向
に
対
し
て
、
本
書
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
不
文
律
な
ル
ー
ル
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形
成
を
含
む
国
際
レ
ジ
ー
ム
と
し
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
野
心
的
な
試
み
で
あ

る
。
加
盟
国
が
一
定
の
ル
ー
ル
の
下
で
議
長
を
担
当
し
議
事
運
営
や
利
害
調
整

を
行
う
「
議
長
国
制
度
」
に
着
眼
し
、
議
長
国
制
度
が
加
盟
国
間
の
利
害
調
整

や
議
事
の
帰
結
に
与
え
る
影
響
を
評
価
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。

序
章
で
は
、
国
際
レ
ジ
ー
ム
と
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
考
察
す
る
こ
と
の
有
用

性
が
指
摘
さ
れ
、
議
長
国
制
度
に
着
眼
す
る
こ
と
の
意
義
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
従
来
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
研
究
に
お
い
て
も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
意
思
決
定
メ
カ

ニ
ズ
ム
や
そ
の
「
会
議
外
交
レ
ジ
ー
ム
」
に
着
眼
し
た
研
究
は
蓄
積
さ
れ
て
い

る
。
対
し
て
本
書
の
独
創
的
な
点
は
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方
式
の
具
体
的
実
践
に

着
眼
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
場
合
、
加
盟
国
に
よ
る
拒
否
権

の
行
使
が
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
寧
ろ
説
得
材
料
を
提
示

し
た
上
で
の
拒
否
権
の
不
行
使
が
そ
の
顕
著
な
特
徴
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
議

長
国
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ウ
ェ
イ
の
実
践
に
も
偏
差
が

生
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
本
書
は
、
議
長
国
と
議
案
の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と

で
そ
の
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
試
み
な
の
で
あ
る
。

第
一
章
で
は
、
議
長
国
制
度
の
有
効
性
を
検
証
す
る
た
め
の
仮
説
モ
デ
ル
が

提
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
三
つ
の
利
害
調
整
パ
タ
ー
ン
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

（
ａ
）
議
長
国
が
議
案
提
案
側
、（
ｂ
）
議
長
国
が
議
案
反
対
側
、（
ｃ
）
議
長

国
が
提
案
側
で
も
反
対
側
で
も
な
い
、
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
議
長
国
は
協
議

を
打
ち
切
っ
た
り
、
当
該
議
案
を
ど
の
程
度
議
論
す
る
の
か
を
決
定
す
る
権
限

を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
仮
説
モ
デ
ル
で
は
、
説
得
材
料
が
提
示
さ
れ
合
意
が
成

立
す
る
こ
と
、
説
得
材
料
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
議
長
国
が
議
案
提

案
側
で
あ
る
パ
タ
ー
ン
（
ａ
）
に
お
い
て
は
協
議
継
続
、
議
長
国
が
議
案
反
対

側
で
あ
る
パ
タ
ー
ン
（
ｂ
）
に
お
い
て
は
協
議
打
ち
切
り
、
議
長
国
が
提
起

側
・
反
対
側
の
い
ず
れ
で
も
な
い
パ
タ
ー
ン
（
ｃ
）
に
お
い
て
は
協
議
継
続
ま

た
は
協
議
打
ち
切
り
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
議
案
提
案
側
が
説
得
材
料
を
提
示
し
て
い
る
か
否
か
、
利
害
調
整

パ
タ
ー
ン
通
り
に
合
意
が
形
成
さ
れ
て
い
る
か
否
か
が
分
析
の
焦
点
と
な
る
。

こ
れ
を
検
証
す
る
方
法
と
し
て
は
、
本
書
で
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
閣
僚
会
議
（
Ａ
Ｍ

Ｍ
）
を
対
象
と
し
て
、
共
同
声
明
や
議
長
声
明
な
ど
の
合
意
文
書
か
ら
利
害
調

整
過
程
を
精
査
す
る
と
い
う
方
法
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
方
法
論
に
基
づ
い

て
、
後
続
の
各
章
で
は
事
務
局
設
置
案
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
紛
争
に
お
け
る
対
ベ
ト

ナ
ム
政
策
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
加
盟
承
認
、
内
政
不
干
渉
原
則
の

見
直
し
論
議
の
四
事
例
を
検
討
し
て
い
る
。

第
二
章
で
は
事
務
局
設
置
と
そ
の
権
限
強
化
が
事
例
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い

る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
議
長
国
を
務
め
た
一
九
七
四
年
に
事
務
局
の
ジ
ャ
カ

ル
タ
設
置
が
決
定
す
る
が
、
他
方
で
事
務
局
権
限
の
強
化
に
つ
い
て
は
そ
れ

ぞ
れ
の
議
長
国
で
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
一
九
七
六
年
）
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

（
一
九
七
七
年
）
が
協
議
を
打
ち
切
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
説

得
材
料
を
提
示
し
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
事
例
か
ら

利
害
調
整
の
適
合
性
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
三
章
・
第
四
章
で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
紛
争
に
お
け
る
対
ベ
ト
ナ
ム
政
策
が

検
証
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
部
で
は
強
硬
路
線
と
柔
軟
路
線
が

対
立
し
て
い
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
連
合
政
府
樹
立
支
援
（
一
九
八
二

年
）
や
三
〇
キ
ロ
撤
退
案
の
承
認
（
一
九
八
三
年
）
は
そ
れ
ぞ
れ
強
硬
路
線
派

で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
タ
イ
が
議
長
国
の
際
に
成
立
し
て
お
り
、
パ
タ
ー
ン
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（
ａ
）
に
適
合
す
る
。
逆
に
パ
タ
ー
ン
（
ａ
）
に
適
合
し
な
い
ケ
ー
ス
と
し
て

は
ク
ア
ン
タ
ン
原
則
に
対
す
る
合
意
不
成
立
（
一
九
八
〇
年
）
と
和
平
計
画
へ

の
合
意
不
成
立
（
一
九
八
八
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
説
得
材
料
が
提
示

さ
れ
た
が
議
長
国
が
協
議
の
継
続
を
断
念
し
た
事
例
で
あ
り
、
後
者
は
議
長
国

が
説
得
材
料
を
提
示
し
な
か
っ
た
事
例
で
あ
る
。
ま
た
五
プ
ラ
ス
二
方
式
合
意

（
一
九
八
三
年
）、
カ
ク
テ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
案
（
一
九
八
七
年
）
に
対
し
て
の
合

意
不
成
立
は
議
長
国
が
議
案
反
対
側
で
、
議
案
提
起
国
か
ら
説
得
材
料
が
提
示

さ
れ
た
が
議
長
国
の
判
断
で
合
意
不
成
立
と
な
っ
た
例
で
あ
り
、
加
盟
国
の
主

張
を
列
挙
し
た
だ
け
で
新
た
な
合
意
成
立
に
は
至
ら
な
か
っ
た
ジ
ャ
カ
ル
タ
非

公
式
会
合
（
Ｊ
Ｉ
Ｍ
）
開
催
合
意
（
一
九
八
八
年
）
は
、
説
得
材
料
が
十
分
提

示
さ
れ
な
か
っ
た
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
パ
タ
ー
ン
（
ｂ
）
に
合
致
し
て
い
る
。

第
五
章
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
加
盟
承
認
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

一
九
九
七
年
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
加
盟
承
認
に
つ
い
て
は
マ
レ
ー
シ
ア
が
議
長
国
で

議
案
提
案
国
で
あ
り
、
議
案
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
パ
タ
ー
ン
（
ａ
）
に
合

致
す
る
。
対
し
て
一
九
九
九
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
加
盟
承
認
は
、
議
長
国
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
が
議
案
反
対
側
で
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
議
案
は
承
認
さ
れ
て
お
り
、

パ
タ
ー
ン
（
ｂ
）
に
適
合
的
で
は
な
い
。

第
六
章
は
内
政
不
干
渉
規
範
の
見
直
し
を
事
例
と
し
て
い
る
。
一
九
九
八

年
の
Ａ
Ｍ
Ｍ
で
タ
イ
は
内
政
不
干
渉
規
範
の
見
直
し
を
提
起
す
る
。
当
初
タ

イ
は
「
建
設
的
介
入
（con

stru
ctive in

terven
tion

）」
を
主
張
し
て
い
た

が
、
他
の
加
盟
国
か
ら
の
反
発
に
遭
い
、
こ
れ
を
「
柔
軟
な
関
与
（flexible 

en
gagem

en
t

）」
へ
と
改
め
る
。
結
局
、
タ
イ
の
提
案
は
合
意
と
は
な
ら
ず
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
提
案
の
加
盟
国
の
問
題
を
非
公
式
に
協
議
す
る
「
一
層
の
相
互

作
用
（en

h
an

ced in
teraction

）」
で
合
意
が
図
ら
れ
た
。
同
事
例
は
議
長

国
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
中
立
の
立
場
で
、
且
つ
合
意
不
成
立
で
あ
る
た
め
パ
タ
ー
ン

（
ｃ
）
に
該
当
す
る
。
ま
た
、
タ
イ
は
議
長
国
と
な
っ
た
二
〇
〇
〇
年
に
、
前
・

現
・
次
期
議
長
国
の
三
者
が
地
域
の
平
和
と
安
定
の
た
め
に
役
割
を
果
た
す
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ト
ロ
イ
カ
を
提
起
し
て
い
る
。
し
か
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ト
ロ
イ
カ
に

強
い
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
を
警
戒
す
る
加
盟
国
の
意
向
か
ら
、
実
施
に
あ

た
っ
て
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
内
政
不
干
渉
原
則
に
従
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
分
析
を
踏
ま
え
終
章
で
は
、
議
長
国
制
度
の
下
で
は
拒
否
権
が
行

使
さ
れ
難
く
利
害
調
整
の
帰
結
は
議
長
国
に
不
利
に
な
ら
な
い
場
合
が
多
い
と

い
う
結
論
を
導
い
て
い
る
。
主
権
の
対
等
性
を
根
拠
と
し
た
拒
否
権
の
行
使
よ

り
も
、
説
得
材
料
の
提
示
に
拠
る
拒
否
権
の
不
行
使
の
方
が
顕
著
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
分
析
結
果
を
み
る
と
、
一
九
事
例
の
う
ち
利
害
調
整
パ
タ
ー

ン
に
適
合
的
な
ケ
ー
ス
は
一
三
事
例
、
不
適
合
な
ケ
ー
ス
は
一
事
例
、
判
断
の

で
き
な
い
事
例
は
五
事
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
適
合
的
で
は
な
い
事
例
に
つ
い

て
は
、
議
長
国
が
合
意
可
能
な
範
囲
を
見
誤
っ
た
た
め
、
議
長
国
提
案
の
議
案

で
も
不
成
立
の
場
合
が
認
め
ら
れ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
分
析
を
踏
ま
え
、
本
書
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
本

書
で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
に
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
制
度
的
特

徴
を
活
か
し
た
レ
ジ
ー
ム
が
多
く
、
ま
た
議
長
国
制
度
は
主
権
国
家
や
会
議
外

交
な
ど
伝
統
的
な
国
際
関
係
の
枠
組
み
と
も
両
立
し
う
る
制
度
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
東
ア
ジ
ア
や
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
レ
ジ
ー
ム
分
析
に
本
書
の
知
見
が
活
か
さ

れ
る
可
能
性
は
大
き
い
。
他
方
で
、
方
法
論
上
の
精
度
を
高
め
る
余
地
が
あ
る

よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
本
書
に
お
い
て
適
合
的
と
さ
れ
て
い
る
事
例
は
全
体
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の
七
割
程
度
で
あ
る
が
、
三
〇
キ
ロ
撤
退
案
の
承
認
（
一
九
八
三
年
）
や
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
ト
ロ
イ
カ
の
設
置
（
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
パ
タ
ー
ン
（
ａ
）
に
適
合
し
て

は
い
る
も
の
の
、
原
議
案
か
ら
加
盟
国
の
反
対
を
受
け
、
議
案
が
相
当
程
度
に

修
正
さ
れ
て
い
る
場
合
も
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
果
た
し
て
他

の
適
合
事
例
と
同
様
に
扱
っ
て
よ
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
（
原
議
案
が
修

正
さ
れ
、
他
の
条
件
が
付
加
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
議
長
国
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
が
議
事
の
帰
結
に
与
え
る
影
響
は
限
定
的
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
可
能
性

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
）。
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
し
、
分
析
の
精
度
を
よ
り
高
め

て
い
く
た
め
に
は
、
他
の
方
法
論
を
活
か
し
た
総
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要

で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
議
事
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
対
し
て
の
踏
み
込
ん
だ
考
察
、
個

別
の
文
言
の
分
析
を
よ
り
掘
り
下
げ
る
と
い
う
方
法
が
あ
る
。
前
述
の
よ
う

に
、
議
長
国
の
提
案
し
た
議
案
が
合
意
文
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
議
論
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
文
言
が
取
捨
選
択
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
含
意

が
変
わ
る
こ
と
は
十
分
に
想
定
さ
れ
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
議
案
の
成
立
・
不

成
立
と
い
う
点
を
分
析
す
る
だ
け
で
な
く
、
議
長
国
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に

拠
っ
て
ど
の
よ
う
に
合
意
文
書
の
内
容
が
影
響
を
受
け
た
の
か
と
い
う
内
容
面

の
検
討
を
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
精
度
の
高
い
分
析
が
可
能
と
な
る
。

本
書
で
は
合
意
文
書
の
内
容
か
ら
利
害
調
整
過
程
を
精
査
す
る
と
い
う
方
法

を
採
用
し
て
お
り
、
個
別
の
過
程
の
分
析
で
は
二
次
文
献
に
依
拠
し
て
い
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
詳
細
な
議
事
録
を
公
開
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
方
法
論
上
の
困

難
は
あ
る
が
、
議
長
国
と
他
の
加
盟
国
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
利
害
調
整
が
行

わ
れ
た
の
か
を
精
査
す
る
と
い
う
方
法
が
あ
る
。
前
述
の
合
意
文
書
の
文
言
の

考
察
や
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
資
料
や
加
盟
国
代
表
の
会
期
中
の
ス
ピ
ー
チ
、
記
者

会
見
な
ど
の
資
料
を
援
用
し
て
、
分
析
の
精
度
を
高
め
て
い
く
と
い
う
方
法
も

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
た
と
え
ば
合
意
文
書
に
明
記
さ
れ
て
い
る
合
意
項
目
の

割
合
や
そ
の
発
生
頻
度
を
定
量
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
い
う
方
法
も
可
能
で

あ
ろ
う
。

ま
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
だ
け
で
は
な
く
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
同
様
の
議
長
国
制
度
を

持
つ
地
域
機
構

―
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｒ
Ｆ
）、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ 

＋
３
、
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
、
ま
た
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

―
等
と
の
比
較
研
究
を
行
う
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
議
事
の
詳
細
な
プ
ロ

セ
ス
の
分
析
も
必
要
で
あ
る
た
め
方
法
論
上
の
困
難
も
あ
る
が
、
議
長
国
制
度

と
議
案
の
帰
結
に
着
眼
す
る
と
い
う
本
書
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
従
来
に
な
い
斬
新

な
も
の
で
あ
り
、
他
の
方
法
論
を
併
用
し
て
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
書
の
知

見
の
適
用
可
能
性
が
更
に
広
が
っ
て
い
く
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

（
お
お
が　

と
お
る　
　

九
州
大
学
）


